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2広報きほく2021年6月号

　この地域では「イサギ」と呼ばれるこの魚、幼魚の頃には体側に三本ほど
黄色いしまがあり、成長するにつれ薄れていくことから「ウリボウ」とも呼
ばれます。本州中部以南の浅い岩礁域に生息し、三重県内では、特に東紀州
で漁獲される魚です。
　名前の由来は諸説あり、幼魚の頃のしま模様から、斑（イサ）のある魚（ギ）、
岩礁域に生息することから、磯（イソ）に住む魚（ギ）などがあります。
　夏の魚の代表的なもので、旬は晩春から夏にかけての時期。梅雨頃にとれ
るものは「梅雨イサキ」と呼ばれ、ちょうどこれからが旬の魚です。旬のピー
クは産卵前の７月頃までといわれるので、それまでに食べてみてはいかがで
しょうか？選び方は、大きくて丸みを帯びたものが良いとされます。小さい
ものもおいしいですが、大きいほどおいしく、値段も高くなります。小さい
ものはたたきにして、大きいものは刺し身や塩焼きなどで食べられます。
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広報きほく 6 月号

C O N T E N T S

水産コラム 　 F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 　 F r o n t  c o v e r  

イサキ・イサギ
12vol.vol.

船津小学校５・６年生の児童が中里の松永さんの田

んぼで田植え体験をしました。児童はまだ少し冷た

い田んぼに入り、泥だらけになりながら一生懸命苗

を植えていました。

田植え体験

広報きほく 6 月号 ～ Content s ～
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　田植えが終わった 5月の中旬から 6月の上旬にかけてお米の豊作を願う行事が行われます。

野上がり（お山上がり）は各地の集落や農地

が見渡せる山に祭られる浅間神社の行事で、

富士山への信仰がもとになっており、農業が

盛んな集落では豊作や水に恵まれることを願

い奉納されます。

　また、船津・中里・上里地区では、子ども

たちが夕暮れにたいまつを持って水田近くを

歩き害虫を追い払う「虫送り」が行われます。

※今年度の虫送りは新型コロナウイルス感染

症の影響により中止となりました。

田んぼの行事

見頃食べ頃

馬瀬地区の水辺にはコウホネの黄色い
花が咲き始めます。
馬瀬地区の水辺にはコウホネの黄色い
花が咲き始めます。

コウホネコウホネ

赤ウニが旬を迎えます。地元産はわずか
3カ月の間しか食べられない貴重なウニ
です。

⾚ウニ⾚ウニ

岩ガキが旬を迎えます。春の海で養分を
たっぷり蓄え濃厚なうま味が凝縮されて
います。

岩ガキ岩ガキ

・
⾷
・
祭

季
・
楽



新型コロナウイルス関連情報
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新型コロナウイルス
にご注意ください。!

尾鷲保健所　　　　　　　　　℡ （23）3456　　　 【 9：00 ～ 21：00 の相談窓口】　
三重県救急医療情報センター　℡ 059（229）1199【 21：00 ～ 9：00 の相談窓口】

受診・相談センター

発熱などの症状がある場合は、まずは身近な医療機関に電話で相談しましょう。

県内の感染情報などは三重県『新型コロナウイルス感染症
特設サイト』（https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.shtm）をご覧ください。

手洗いについてのお願い

水とハンドソープでウイルスは減らせます！ 30 秒は手を丁寧に洗うようにしましょう。

こまめに、ていねいに、ハンドソープで洗いましょう。

外出や移動は
『密』を回避

マスクを着けて
（口・鼻を覆う）
正面を避けて

こまめな
換気を

咳やくしゃみ
はしっかり
エチケット！

体調が悪い
ときは無理を
せず慎重に

　ワクチン接種を申し込まれた方の年齢の高い順に、

接種日時、会場を記載した「入場券（はがき）」を郵送

します。接種日のおよそ 1 週間前までに順次郵送しま

すので、入場券がまだ届いていない方は、もうしばらく

お待ちください。接種当日は、4月に郵送した案内に同

封の透明のファイルに持ち物①～④を入れて、指定され

た日時に会場にお越しください。

●持ち物

①身分証明書（運転免許証、健康保険証など）

②入場券（はがき）

③予診票（自宅にて必ず記入してきてください）

④接種券（シールをはがさずそのままお持ちください）

【新型コロナワクチン接種に関する問い合わせ】
紀北町新型コロナワクチン相談窓口　℡（49）0800　 受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時（土・日曜日を除く）

●注意事項　

○接種日に接種券をお持ちでない方は、接種できません。

○注射は、肩に近い上腕にうつため、上着の下は、肩が

すぐ出せる半袖 T シャツなどの服装でお越しください。

●申込期限の延長について

　6 月 15 日（火）必着まで延

長させていただきます。

●申し込み方法

　郵送または町ホームページ

からお申し込みください。

    高齢者の新型コロナワクチン接種が始まりました !

▲接種日当日の参考服装
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　三重とこわか国体紀北町競技会場で、全国から訪れる選手や観覧者をおもてなしするため、紀北

町の特産品などを販売する売店出店者を募集します。

●販売品目　大会関連グッズ、スポーツ用品、郷土物産品、飲食物（※現場調理品不可）など

●設置場所・設置期間など

●募集期間　6 月 22 日（火）まで（土・日曜日を除く）

●申請方法　「売店出店申請書」に必要書類を添えて、町実行委員会へ提出してください。

　　　　　　※出店料などは町ホームページをご確認ください。

【問い合わせ・書類提出先】

三重とこわか国体・三重とこわか大会紀北町実行委員会事務局（生涯学習課内）　℡（37）4111

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
豊
川
で
す
。

　

３
月
に
潮
南
中
学
校
で
２
年

生
を
対
象
に
進
路
学
習
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
講
話
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
私
は
「
し
ご
と
カ
ー

ド
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

講
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
少
し
緊
張
し
ま
し
た

が
、
35
年
前
に
自
分
も
着
て
い

た
制
服
姿
の
生
徒
さ
ん
を
目
の

前
に
し
た
ら
、
懐
か
し
さ
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
講
話
は
「
紀
北
町
で
い

き
い
き
と
働
く
10
名
の
方
に
共

通
し
て
い
た
三
つ
の
こ
と
」
と

題
し
、
紀
北
町
で
働
く
人
た
ち

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
中
で
感

じ
た
『
仕
事
・
ひ
と
・
自
然
と

の
関
わ
り
方
』
の
共
通
点
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　

私
は
し
ご
と
カ
ー
ド
を
作
り

な
が
ら
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た「
紀
北
町
に
あ
る
仕
事
」や「
こ

の
地
域
な
ら
で
は
の
働
き
方
」

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
紀
北
町
の
こ
と
を
良

く
知
ら
な
い
ま
ま
、
高
校
進
学

の
た
め
に
町
を
離
れ
た
こ
と
を

「
も
っ
た
い
な
か
っ
た
な
ぁ
」
と

感
じ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
自
分
の
体
験
か
ら
「
生

徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
近
い
将
来

よ
そ
に
出
た
時
に
『
私
の
地
元
っ

て
、
こ
ん
な
良
い
と
こ
ろ
が
あ

る
ん
だ
よ
』
と
、
新
し
い
友
だ

ち
に
自
慢
で
き
る
こ
と
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
が
湧
い
て
、
講
話
の
最

後
に
「
勉
強
す
る
こ
と
も
大
事

だ
け
れ
ど
、
中
学
生
生
活
の
残

り
１
年
間
、
紀
北
町
の
仕
事
や

働
く
人
た
ち
、
豊
か
な
自
然
に

も
目
を
向
け
て
過
ご
し
て
ほ
し

い
。」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

私
が
学
生
の
頃
と
違
っ
て
、

今
は
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
が
で

き
、
働
く
場
所
の
自
由
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
可
能
性
を
、

大
人
た
ち
が
希
望
を
も
っ
て
若

い
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
、

楽
し
そ
う
に
働
く
姿
を
見
せ
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
だ
と
、
真
剣

に
講
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
る
生

徒
の
皆
さ
ん
を
前
に
し
て
、
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

※

し
ご
と
カ
ー
ド
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
製
作
を
始
め
た
、
若

年
層
の
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

の
た
め
に
紀
北
町
に
あ
る
仕
事

や
い
き
い
き
と
働
く
人
た
ち
を

紹
介
す
る
カ
ー
ド
で
す
。

　

カ
ー
ド
に
登
場
す
る
方
々
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
全
文
は

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
活
動
報
告

地域おこし協力隊 豊川

紀北町競技会場の「売店出店者」を募集しています！ 両大会に
関する情報に

ついて、詳しくは
ホームページを
ご覧ください。

グラウンド・ゴルフ

ソフトボール（少年女子）

赤羽公園

赤羽公園

9 月 18日（土）～ 19 日（日）/ 2 日間

9 月 26 日（日）～ 28 日（火）/ 3 日間

競技名 設置場所

6 店

8 店

。

設置期間

母
校
・
潮
南
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
講
話

〜
中
学
生
の
頃
の
自
分
に
話
す
気
持
ち
で
〜

▲ note / しごと
カード・インタ
ビュー

募集数

▲ 紀北町実行委員会
ホームページ



岡
村
哲
雄 

議
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
体
制
に
つ
い
て

問
　

①
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
体
制
と
課
題
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
接
種
に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
会
場
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
副
作
用
が
出
た
場
合
の
体
制
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
予
約
・
解
約
や
変
更
、
接
種
証
明

書
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
接
種
体
制
で
す

が
、
高
齢
者
向
け
接
種
の
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
計
画
は
、
４
月
19
日

の
週
に
一
箱
、
４
月
26
日
の
週
に
一

箱
本
町
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
紀
北

医
師
会
な
ど
関
係
機
関
と
接
種
日
程

の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
、
機
器
の
準
備
は
、
配
送
さ

れ
た
ワ
ク
チ
ン
を
保
存
す
る
た
め
の

超
低
温
冷
凍
庫
が
３
月
11
日
に
紀
北

町
に
１
台
届
き
ま
し
た
。
５
月
に
も

う
１
台
届
く
予
定
で
す
。
実
際
に
接

種
の
際
に
使
用
す
る
注
射
器
お
よ
び

注
射
針
は
、
国
か
ら
届
く
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

②
接
種
当
日
に
、
会
場
へ
医
師
４
名

と
、
医
師
１
名
に
つ
き
看
護
師
が
２

名
配
置
の
予
定
で
す
。
薬
剤
師
会
か

ら
薬
剤
師
１
名
の
配
置
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
詰
め

切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
会
場
は
海
山
公

民
館
と
東
長
島
公
民
館
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

④
接
種
後
は
会
場
で
約
30
分
待
機
し
、

異
常
が
あ
れ
ば
、
会
場
の
医
師
に
診

て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
窓
口
を
設
け
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

へ
電
話
連
絡
し
て
、
変
更
と
い
う
形

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
接
種
証
明
書

は
、
接
種
券
に
証
明
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

原
発
か
ら
出
る
核
の
ゴ

ミ
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
）
の
最
終
処
分

場
に
つ
い
て

問
　

政
府
の
核
ご
み
最
終
処
分

場
選
定
の
取
り
組
み
と
核
抜

き
条
例
に
つ
い
て
町
長
の
認
識
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
基
本
的
に
、
最
終

処
分
場
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
ど
こ
か
で
い
ず
れ
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
１
点
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
ま
す
。
私
は
、
核
の
最
終
処
分

場
を
受
け
入
れ
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

条
例
が
県
、
国
に
あ
ろ
う
が
な
か

ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
首
長
の
意
思

だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
自
分
の
町
で
、

人
が
憎
し
み
合
っ
た
り
、
足
を
引
っ

張
り
合
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
は
し
た
く
な

い
と
。
た
だ
原
発
が
造
り
出
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
必
要
だ
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
、

県
が
判
断
を
し
て
、
住
民
、
首
長
が

賛
成
し
て
い
け
ば
い
い
こ
と
で
あ
り
、

私
自
身
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
や
っ

て
い
く
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

条
例
を
つ
く
る
ま
で
も
な
く
、
私

6

　 ３ 月 定 例 会 は 、 ３ 月 ４ 日 か ら １ ８ 日 ま で の １ ５

日 間 の 会 期 で 開 催 さ れ ま し た 。

　 今 回 の 定 例 会 で は 、 条 例 制 定 ・ 改 正 、 令 和 ３ 年

度 予 算 な ど の 町 長 提 出 議 案 ２ ６ 件 を 審 議 し ま し

た 。

　 ３ 月 ４ 日 の 開 会 日 に は 、 施 政 方 針 演 説 の あ と 、

人 事 案 件 １ 件 に 同 意 し 、 そ の 他 の 議 案 に つ い て 提

案 説 明 お よ び 内 容 説 明 が 行 わ れ ま し た 。

　  ３ 月 ５ 日 に は 、 各 議 案 に 対 す る 質 疑 が 行 わ れ 、

議 案 を 各 常 任 委 員 会 に 付 託 し ま し た 。

　 １ ６ 日 、 １ ７ 日 に は 、 ７ 名 の 議 員 が 一 般 質 問 を

行 い 、 最 終 日 の １ ８ 日 に は 、 各 常 任 委 員 長 か ら 付

託 さ れ た 議 案 の 審 査 経 過 と 結 果 の 報 告 、 質 疑 、 討

論 が 行 わ れ 、議 案 ２ ５ 件 を 可 決 し て 閉 会 し ま し た 。

令
和
３
年
３
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和３年３月定例会 》
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が
い
る
限
り
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問
　

①
情
報
通
信
技
術
の
今
後

の
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

②
地
域
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
の

組
織
構
成
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

③
伊
勢
湾
熊
野
灘
地
域
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
大
き
く
動
き

出
し
た
高
度
情
報
化
の
波
に

乗
っ
て
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
町
職
員
７
名
と

民
間
委
員
１
名
に
よ
る
紀
北
町
地
域

情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

国
・
県
な
ど
の
支
援
策
を
活
用
し
積

極
的
に
情
報
化
施
策
を
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
、
地
域
情
報
化
計
画
を
策

定
中
で
す
。

③
伊
勢
湾
熊
野
灘
地
域
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
多
気
町
地
内
に
開
業
す
る
大

型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
を
拠

点
と
し
た
広
域
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
利
用

し
た
複
数
分
野
の
最
先
端
技
術
を
組

み
合
わ
せ
、
高
齢
化
や
過
疎
化
、
観

光
振
興
、
防
災
な
ど
、
地
域
の
社
会

課
題
の
解
決
を
目
指
す
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

④
現
在
、
住
民
票
や
課
税
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
国
の
方
針
な
ど
に
も
従

い
な
が
ら
、
今
後
、
利
用
範
囲
を
拡

大
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
西
瑞
香 

議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

つ
い
て

問
　

①
子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
応
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
か
ら
、
積
極
的
勧
奨
を
差

し
控
え
る
と
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
勧
告
が
出
る
前
と
後
の
本
町
に

お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

と
、
子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

対
象
者
に
対
す
る
現
在
の
対
応
お
よ

び
周
知
の
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
計

画
に
つ
い
て
、
集
団
接
種
、
個
別
接

種
体
制
お
よ
び
、
接
種
完
了
ま
で
の

接
種
当
日
の
流
れ
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
定
期
接
種
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
６
月
14
日
、
国
か
ら
、

定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
す
べ
き

で
は
な
い
と
の
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
接
種
率
は
、
任
意
接
種
の
２
年

余
り
の
期
間
は
、
40
％
台
か
ら
60
％

台
で
し
た
。
勧
告
以
降
５
年
余
り
の

期
間
は
接
種
さ
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
な

ど
を
理
解
さ
れ
た
上
で
、
昨
年
度
１

名
、
今
年
度
２
名
の
方
が
接
種
を
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
知
な
ど
は
、
現
在
、
接
種
が
始

ま
る
小
学
校
６
年
生
の
保
護
者
に
対

し
、
案
内
の
み
を
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
厚
生
労
働
省
が
作
成

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
活
用
し
て
周

知
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
接
種
方
法
は
、
集
団
接
種
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
会
場
は
、
海
山

公
民
館
と
東
長
島
公
民
館
の
２
会
場

で
、
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
に

は
、
送
迎
バ
ス
の
運
行
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

接
種
完
了
ま
で
の
流
れ
は
、
接
種

当
日
、
接
種
券
と
記
入
済
み
の
予
診

票
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

予
約
日
時
に
会
場
に
来
て
い
た
だ
き

ま
す
。
会
場
で
は
、
手
指
の
消
毒
、

検
温
を
行
い
、
発
熱
が
な
け
れ
ば
予

診
票
の
確
認
、
医
師
の
問
診
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
接
種
後
は
、
接
種
済
証
の
発
行

を
受
け
30
分
の
経
過
観
察
を
行
い
、

体
調
に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
お
帰
り

い
た
だ
く
流
れ
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

問
　

①
認
知
症
の
方
や
１
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
見
守

り
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
方
や
地
域
の
方
を
活
用

し
た
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
現
状
や
、
一
人
歩
き
を

し
て
し
ま
う
認
知
症
の
方
や
高
齢
者

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど
の
推
進
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

②
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任

保
険
事
業
の
導
入
に
関
す
る
町
長
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
見
守
り
が
必
要
な
方
の
見
守

り
連
絡
票
を
作
成
し
、
対
象
の
把
握

や
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
方

不
明
な
ど
の
有
事
に
備
え
、
警
察
へ

も
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ワ
ッ
ペ
ン
に
つ
い

て
は
、
必
要
な
施
策
と
は
思
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
取
り
組
ん
で
い
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
現
在
、
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠

償
責
任
保
険
事
業
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
で
は
、
対
象
者
を
、
認
知
症
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高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

事
前
に
登
録
し
て
い
る
方
で
、
要
介

護
認
定
申
請
時
の
主
治
医
意
見
書
に

認
知
症
の
診
断
名
が
あ
る
方
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
、
ま

ず
は
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
警
察
や
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
や
協
力
団
体
と
の
関
係
づ
く

り
を
進
め
、
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

柴
田
洋
巳 

議
員

尾
上
町
長
の
物
事
の
進

め
方
に
つ
い
て

問
　

①
困
っ
た
こ
と
、
難
し
い

こ
と
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で

解
決
し
ま
す
か
。

②
町
独
自
の
取
り
組
み
や
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
る
と
き
に
た
い
せ
つ
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
町
行
政
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し

て
は
、
関
係
す
る
部
署
の
職
員
と
の

綿
密
な
協
議
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
県
や
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
も
相

談
な
ど
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

お
話
も
伺
い
、
さ
ら
に
専
門
的
な
意

見
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
分
野
に

関
す
る
外
部
の
方
々
の
意
見
に
加

え
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
も
お

聞
き
し
な
が
ら
、そ
の
解
決
に
向
け
、

問
題
点
や
課
題
の
整
理
、
分
析
を
行

い
、
最
適
と
考
え
ら
れ
る
方
法
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
町
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
２
次

総
合
計
画
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画

に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
各
分
野
に
お
け
る
代
表
の

皆
さ
ま
や
多
く
の
方
に
参
画
い
た
だ

き
策
定
し
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
や
思
い
の
詰
ま
っ
た
、
こ
れ
ら
の

計
画
の
趣
旨
を
た
い
せ
つ
に
し
、
今

後
も
紀
北
町
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

海
野
小
学
校
、
引
本
小

学
校
の
閉
校
後
の
活
用

に
つ
い
て

問
　

閉
校
が
決
定
し
て
も
な
ぜ

活
用
を
協
議
し
な
い
の
で
す

か
町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。答　

町
長　
海
野
小
学
校
は
、

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
閉
校
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
校

舎
お
よ
び
学
校
用
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
閉
校
後
、
地
域
の
方
々
な
ど

と
協
議
を
し
な
が
ら
、
活
用
方
法
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
学
ん
で
い
る
間
は
閉
校
に
対

す
る
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
も
母
校
が
閉
校

す
る
寂
し
さ
へ
の
配
慮
と
し
て
、
閉

校
後
に
今
後
の
活
用
方
法
を
検
討
す

る
と
い
う
紀
北
町
の
方
針
が
あ
り
ま

す
。

紀
北
町
の
ご
み
処
理
に

つ
い
て

問
　

な
ぜ
２
市
３
町
の
広
域
ご

み
あ
り
き
な
の
で
す
か
。
町

長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
全
員
協
議
会
で
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
形
で

進
め
て
い
ま
す
。
経
済
性
だ
け
で
な

く
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含

め
総
合
的
な
判
断
で
広
域
化
が
妥
当

と
考
え
、
議
会
の
判
断
を
仰
い
だ
と

こ
ろ
で
す
。

紀
北
町
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

問
　

参
考
に
し
た
条
例
名
、
誰

に
相
談
し
た
の
か
、
な
ぜ
不

必
要
な
環
境
宣
言
を
し
た
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
町
長　
条
例
制
定
は
、
関

東
地
方
の
県
条
例
、
市
町
村

条
例
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
相
談

は
、
係
争
問
題
の
専
門
家
で
あ
る
弁

護
士
な
ど
へ
相
談
し
て
い
ま
す
。
環

境
宣
言
は
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い

宣
言
だ
と
自
負
し
て
い
て
、
町
内
外

に
、
自
然
と
良
好
な
環
境
を
守
る
理

念
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

県
外
か
ら
の
土
砂
と
改

良
土
に
つ
い
て

問
　

県
外
か
ら
の
土
砂
と
改
良

土
の
埋
め
立
て
に
つ
い
て
の

町
の
考
え
方
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
建
設
発
生
土
に
つ

い
て
は
、
土
砂
の
素
性
、
添

加
物
、
性
状
な
ど
が
発
生
場
所
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
と
違
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
も
踏
ま
え
、
土
壌
環
境
基

準
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
県
ま
た
は
町

条
例
を
も
っ
て
、
規
制
と
監
視
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

紀
北
町
の
沿
岸
、
湾
、

入
江
の
水
質
に
つ
い
て

問
　

白
石
湖
の
養
殖
カ
キ
の
ま

ひ
性
貝
毒
、
紀
伊
長
島
地
区

の
伊
勢
エ
ビ
の
不
漁
、
ひ
じ
き
の
不

作
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
町

は
ど
の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を
取
り

つ
つ
あ
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
つ
き
磯
、
稚
エ
ビ

の
放
流
、
ガ
ン
ガ
ゼ
駆
除
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
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状
況
が
現
れ
て
い
る
の
は
地
球
温
暖

化
に
よ
る
海
水
温
の
上
昇
、
黒
潮
の

蛇
行
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
冬
場
に
は
カ
ツ
オ
な
ど
も

と
れ
ま
し
た
。
ブ
リ
、
マ
イ
ワ
シ
が

想
定
外
の
季
節
に
よ
く
と
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
環
境
の
変
動
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
水
源
保
護
審
議
会

に
つ
い
て

問
　

①
委
員
の
選
任
方
法
と
選

考
基
準
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

②
審
議
会
の
審
議
の
範
囲
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
審
議
会
委
員
は
、

専
門
家
や
町
民
の
意
見
を
行

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
、
弁
護
士
、
地
下
水
文
学
、

環
境
法
、
森
林
水
文
学
、
大
気
水
質

環
境
調
査
な
ど
の
学
識
経
験
を
有
す

る
者
、
三
重
県
の
環
境
保
全
な
ど
に

携
わ
る
職
員
、
そ
の
他
町
長
が
認
め

る
と
い
う
こ
と
で
、
自
治
会
連
合
会

会
長
な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

②
審
議
会
の
目
的
は
、
住
民
に
安
全
・

安
心
な
水
道
水
の
供
給
で
す
。
計
画

内
容
が
水
源
地
の
水
量
や
水
質
へ
の

汚
濁
な
ど
の
影
響
が
あ
る
か
否
か
を

審
議
す
る
の
が
目
的
で
す
。

上
里
町
道
５
号
線
か
ら

紀
北
作
業
所
へ
入
る
町

道
入
口
の
古
い
民
家
に

つ
い
て

問
　

民
家
の
所
有
者
は
今
年
の

夏
ご
ろ
ま
で
に
解
体
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
土
地
を
町

が
買
っ
て
町
道
や
小
公
園
に
す
る

と
、
上
里
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
紀
北

町
の
ま
ち
づ
く
り
が
一
気
に
進
み
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
夢
の
あ
る
プ
ラ
ン

を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
町
の
考
え
方
を
お

話
し
し
ま
す
。
道
路
事
業
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
町
道
を
適
切
に

維
持
管
理
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
に
注
力
し
て
、
新

た
な
道
路
拡
幅
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
公
園
利
用
者
自
体
が
減

少
し
て
い
る
中
で
の
、
新
た
な
公
園

の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

平
野
隆
久 

議
員

令
和
３
年
度　

町
長
の

施
政
方
針
に
つ
い
て　

問
　

紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
は
平
成
29
年

に
作
成
さ
れ
、
今
年
度
が
前
期
基
本

計
画
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
五
つ
の
基
本
目
標
の
「
ず
っ
と

暮
ら
せ
る
安
全
・
快
適
な
ま
ち
」、「
や

さ
し
さ
で
支
え
合
う
健
康
・
福
祉
の

ま
ち
」、「
魅
力
と
活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
」、「
心
豊
か
に
夢
を
育
む
教
育
・

文
化
の
ま
ち
」、「
と
も
に
担
う
参
画

と
協
働
の
ま
ち
」
の
具
体
的
な
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
継
続

的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状

況
も
含
め
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

②
紀
北
町
空
家
等
対
策
計
画
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
公
共
交
通
空
白
地
対
策
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

④
地
域
情
報
化
計
画
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

⑤
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

⑥
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑦
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑧
子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
し
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑨
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ

わ
か
大
会
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑩
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。答　

町
長　
①
コ
ロ
ナ
禍
の
避

難
所
運
営
で
必
要
な
空
間
の

確
保
、
備
品
の
確
保
、
自
主
防
災
会

と
の
連
携
、
職
員
の
教
育
な
ど
に
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
避

難
す
る
場
所
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

避
難
所
内
の
感
染
防
止
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

②
空
家
等
発
生
の
未
然
防
止
、
利
活

用
と
除
却
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
な
ど
に
対
し
て
広
報
紙
や
行
政

放
送
な
ど
に
よ
り
、
空
家
等
の
発
生

抑
制
と
適
正
管
理
を
促
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
管
理
不
全
空
家
等
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
な
ど

に
対
し
て
通
知
な
ど
を
行
い
、
適
正

な
管
理
や
管
理
不
全
な
状
況
の
空
家

等
の
除
却
を
促
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

③
こ
れ
か
ら
も
既
存
の
廃
止
代
替
え

バ
ス「
河
合
線
」
お
よ
び「
い
こ
か
バ

ス
」
の
利
用
状
況
や
バ
ス
・
鉄
道
な

ど
と
の
接
続
な
ど
を
十
分
調
査
し
た

上
で
、
お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス
え

が
お
の
運
行
と
あ
わ
せ
て
、
多
く
の

方
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
情
報
化
計
画
の
も
と
、
大
き

く
動
き
出
し
た
高
度
情
報
化
の
波
に

乗
っ
て
、
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

⑤
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
紀
北
広
域
連
合
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
や
専
門

職
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
住
民
と
と

も
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑥
令
和
３
年
度
で
は
、
紀
北
町
観
光

協
会
と
連
携
し
、
今
あ
る
小
学
生
宿

泊
体
験
、各
種
釣
り
、熊
野
古
道
歩
き
、

カ
ヤ
ッ
ク
、
ま
ち
歩
き
体
験
な
ど
各

種
事
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
、
安
全
・
安
心
な
体
験
事
業
の
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仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

⑦
令
和
３
年
度
で
は
、
整
備
し
た
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
、
今
た
い
せ
つ
に

さ
れ
て
い
る
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
個
人

の
習
熟
度
に
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

⑧
紀
北
町
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防
止

等
の
対
策
に
関
す
る
条
例
の
理
念
に

基
づ
い
て
、
町
と
学
校
な
ど
が
連
携

し
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
級
満

足
度
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
に
努
め
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
生
活
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑨
本
番
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
準
備

し
、
開
催
の
機
運
醸
成
を
図
り
な
が

ら
、
深
い
感
動
と
大
き
な
満
足
感
を

共
有
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
大
会
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑩
引
き
続
き
女
性
の
社
会
参
画
を
促

進
す
る
た
め
、
審
議
会
な
ど
へ
の
女

性
の
登
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
東

紀
州
５
市
町
の
連
携
事
業
で
あ
る
映

画
祭
や
三
重
県
の
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
と
連
携

し
、
情
報
共
有
・
啓け

い
も
う蒙
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

施
政
方
針
に
つ
い
て

問
　

①
今
こ
そ
憲
法
を
生
か
す

政
治
に
転
換
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
地
方
自
治
体
の
長
と
し
て

の
見
解
と
認
識
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
紀
北
町
で
も

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

だ
け
で
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
紀
北
町
に
必
要
な
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

③
行
政
に
も
も
っ
と
女
性
の
目
線
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
紀
北
町

の
現
状
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
か
ら
町
長
の
認
識
と
見
解
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
地
方
自
治
に
つ

い
て
は
、
憲
法
や
地
方
自
治

法
で
は
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く

と
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
は
「
住
民

に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
な
自
治
体
が

行
政
を
行
う
」
と
い
っ
た
考
え
方
が

一
般
的
で
あ
り
、
私
も
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、「
住
民
目
線
」、

「
す
べ
て
は
住
民
と
と
も
に
」
の
考
え

を
基
本
姿
勢
と
し
て
町
行
政
を
推
進

し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
考
え
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
や
県
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
が
で
き
る
こ
と
は
市

町
村
が
行
い
、
で
き
な
い
こ
と
は
都

道
府
県
が
補
完
し
、
そ
れ
で
も
で
き

な
い
こ
と
は
国
が
補
完
す
る
と
い
う

こ
と
で
連
携
し
て
住
民
の
福
祉
向
上

を
図
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
が

接
種
さ
れ
て
も
新
し
い
生
活
様
式
を

実
践
し
、三
つ
の
密
の
回
避
、手
洗
い
、

手
指
の
消
毒
な
ど
は
ず
っ
と
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

③
紀
北
町
に
お
い
て
も
、
男
性
も
女

性
も
社
会
的
に
平
等
で
あ
り
、
男
性

だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員
の
男
女
比
の
差
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
し
て
の
歴
史
的
背
景
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
募
集
に
つ
い
て
男
女

別
の
募
集
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
応
募
し
て
い
た
だ
く
方
の
考

え
方
に
よ
っ
て
数
字
的
に
は
決
ま
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

能
力
に
合
わ
せ
て
採
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
女
性
の
方
で

課
長
職
に
適
正
が
あ
れ
ば
課
長
と
し

て
登
用
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て問
　

国
民
健
康
保
険
に
し
か
な

い
子
ど
も
の
均
等
割
を
町
独

自
で
減
免
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
国
民
健
康
保
険
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化

や
産
業
構
造
の
変
化
、
医
療
の
高
度

化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
な
ど
が
著

し
い
中
、
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
の
均
等
割

の
軽
減
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

も
子
育
て
対
策
や
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
未
就

学
児
を
対
象
に
、
所
得
制
限
を
設
定

せ
ず
、
均
等
割
の
５
割
軽
減
制
度
を

導
入
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
三
重
県
内
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
・
減

免
を
実
施
し
て
い
る
市
町
は
な
く
、

現
在
、
三
重
県
が
中
心
と
な
り
、
県

内
の
保
険
料
水
準
の
統
一
や
均
一
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
そ
れ
ぞ

れ
内
容
の
異
な
る
独
自
の
軽
減
・
減

免
を
講
じ
る
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
県
全
体
を
見

な
が
ら
、
今
後
、
町
村
会
な
ど
で
も

意
見
と
し
て
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ

い
て

問
　

歴
史
上
は
じ
め
て
「
核
兵

器
は
違
法
で
あ
る
」
と
す
る

国
際
法
が
１
月
22
日
発
効
と
な
り
ま

し
た
。「
非
核
平
和
の
町
」
宣
言
を

出
し
て
い
る
町
の
町
長
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
非
核
平
和
に
対
す
る
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
「
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
」
と
い
う
も
の

は
紀
北
町
長
と
し
て
署
名
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
し
、「
広
島
・
長

崎
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶

国
際
署
名
」
に
つ
い
て
も
署
名
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

和
首
長
会
議
に
お
い
て
も
紀
北
町
は

加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

方
向
性
と
し
て
は
全
く
同
じ
こ
と

で
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

奥
村
仁 

議
員

改
正
健
康
増
進
法
に
お

け
る
受
動
喫
煙
対
策
に

つ
い
て

問
　

①
本
町
に
お
け
る
受
動
喫

煙
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
健
康
増
進
法
改
正
後
の
本
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
行
政
機
関
・
施
設
な
ど
に
お
け
る

受
動
喫
煙
防
止
対
策
お
よ
び
職
員
の

喫
煙
の
現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
受
動
喫
煙
の
健

康
へ
の
影
響
は
、
流
涙
、
頭

痛
な
ど
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
肺
が

ん
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
死
亡
率

の
上
昇
、
非
喫
煙
妊
婦
で
も
低
出
生

体
重
児
の
出
産
の
発
生
率
が
上
昇
す

る
と
い
っ
た
研
究
結
果
が
近
年
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
で
は
ぜ

ん
そ
く
、
気
管
支
炎
と
い
っ
た
呼
吸

器
疾
患
な
ど
と
関
連
が
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
で
は

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
関
連
が
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。

②
法
改
正
に
よ
り
、
望
ま
な
い
受
動

喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、学
校
、病
院
、

行
政
機
関
、
多
数
の
方
が
利
用
す
る

施
設
が
屋
内
禁
煙
、
受
動
喫
煙
が
健

康
に
与
え
る
影
響
、
禁
煙
な
ど
に
つ

い
て
広
報
紙
に
掲
載
し
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
町
が
管
理
す
る
公
共
施
設
で
は
屋

内
は
原
則
禁
煙
で
す
。
役
場
本
庁
舎
、

海
山
総
合
支
所
、
学
校
施
設
や
各
集

会
所
は
、
敷
地
内
も
禁
煙
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
商
工
観
光
関
係
の
集

客
施
設
で
は
、
屋
外
に
喫
煙
場
所
を

設
置
し
、
喫
煙
し
て
い
る
施
設
も
存

在
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
の
方
に
対

す
る
禁
煙
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
施
設
で
禁
煙
を
お
願
い
す

る
貼
り
紙
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
喫
煙
は
、
基
本
的
に
は

勤
務
時
間
内
の
喫
煙
は
よ
ろ
し
く
な

い
と
私
自
身
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長　
職
員
の
喫
煙
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
勤
務
が
始
ま
る
前

あ
る
い
は
勤
務
が
終
了
し
た
後
、
昼

休
み
に
吸
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に

つ
い
て

問
　

①
本
町
に
お
け
る
接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

③
発
熱
患
者
や
接
種
後
の
異
変
へ
の

対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
医
療
従
事
者
へ
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
早
期
接
種
完
了
に
向
け
て
の
正
確

な
情
報
発
信
と
情
報
収
集
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
高
齢
者
向
け
接
種
の
ワ

ク
チ
ン
が
本
町
に
は
４
月
19
日
の
週

に
一
箱
、
４
月
26
日
の
週
に
一
箱
配

分
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
を
把
握
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
３
月
末
か
ら
４
月
初
旬
ま
で

に
は
個
別
通
知
を
対
象
者
に
送
付

し
、
受
け
付
け
し
た
上
で
、
紀
北
医

師
会
と
接
種
日
程
な
ど
の
調
整
を
行

い
、
方
針
な
ど
を
定
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
紀
北
地
区
と
い
う
こ
と
で
、
尾
鷲

市
と
紀
北
町
で
広
域
と
い
う
捉
え
方

に
は
な
る
と
思
い
ま
す
。
紀
北
医
師

会
に
相
談
し
、
お
願
い
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
接
種
会
場
が
東

長
島
公
民
館
と
海
山
公
民
館
二
つ
の

場
所
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
取
り
扱
い
が
も
っ
と
簡
単

で
あ
れ
ば
紀
北
医
師
会
と
相
談
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
が
２
台
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
接
種
場
所
が
決

ま
っ
て
き
ま
す
。

　

デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
の
電
源
確

保
は
本
庁
舎
に
設
置
し
ま
す
の
で
、

停
電
時
に
は
、
自
家
発
電
装
置
が
直

ち
に
起
動
し
電
源
を
確
保
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期
間
は
、
製
造

か
ら
６
カ
月
で
、
ワ
ク
チ
ン
が
届
い

た
時
点
で
製
造
か
ら
の
期
間
を
確
認

し
、
有
効
期
間
内
に
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

③
発
熱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
遅
れ
て

出
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

町
の
相
談
窓
口
か
ら
、
か
か
り
つ
け

医
、
そ
れ
か
ら
国
や
県
へ
ご
案
内
す

る
形
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

④
２
会
場
同
時
接
種
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

１
会
場
に
医
師
を
集
中
的
に
派
遣

し
て
い
た
だ
い
て
、
木
曜
日
や
土
曜

日
は
３
名
、
日
曜
日
は
４
名
、
一
つ

の
会
場
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
医
師

１
名
に
つ
き
看
護
師
２
名
、
薬
剤
師

１
名
が
全
体
を
見
て
い
た
だ
く
形
に

な
り
ま
す
の
で
、
海
山
地
区
と
紀
伊

長
島
地
区
で
同
時
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

福
祉
保
健
課
長　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

記
録
は
、
国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録

シ
ス
テ
ム
、
町
の
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
へ
登
録
し
ま
す
。

⑤
住
民
の
皆
さ
ま
に
、
は
が
き
で
、

あ
な
た
の
接
種
日
は
何
月
何
日
に
海

山
公
民
館
、
東
長
島
公
民
館
で
す
と
、
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通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
約

が
取
れ
た
段
階
か
ら
発
送
す
る
と
い

う
形
で
考
え
て
い
ま
す
。

入
江
康
仁 
議
員

赤
羽
老
人
ホ
ー
ム
改
築

に
つ
い
て

問
　

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
質
問
し
て
き
ま
し
た

が
、
戦
後
の
復
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
、
最
後
の
楽
園
と
な
る

今
の
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
老
人

ホ
ー
ム
で
余
生
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
改
築

は
、
高
齢
者
の
方
々
の
悲
願
で
あ
り

夢
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。答　

町
長　
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽

寮
は
、
当
面
の
間
は
現
在
の

施
設
を
維
持
し
な
が
ら
町
営
で
運
営

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な

考
え
で
あ
り
、
常
に
施
設
の
状
況
を

把
握
し
、
快
適
で
安
心
な
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
環
境
を
整
え
て

い
く
と
い
う
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
老
朽
化
も
進

ん
で
お
り
、
今
後
ど
う
い
う
方
向
で

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
改
築
な
ど

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

５
市
町
に
よ
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
整
備
計
画

に
つ
い
て

問
　

２
月
15
日
の
議
会
で
組
合

立
ち
上
げ
の
議
案
が
審
議
さ

れ
、
多
く
の
議
員
か
ら
時
期
尚
早
と

の
意
見
が
出
る
中
、
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
で
可
決
さ
れ
た
か

ら
に
は
、
前
向
き
に
進
め
て
い
く
形

で
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
議
員
に
対
し
て
も
っ
と
丁
寧
な

説
明
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
工
事
試
算
、
計
画
も
分

か
ら
な
い
中
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
、
時
間
と
経
費
の
無
駄
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
町
長　
広
域
ご
み
に
つ
い

て
、
た
い
へ
ん
重
い
議
決
を

い
た
だ
い
た
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
は
、
し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を
果

た
し
な
が
ら
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
ご

理
解
い
た
だ
く
よ
う
な
説
明
の
仕
方

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
広

域
ご
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
費
用

面
も
含
め
た
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
示
し
て
意
見
を
お
聞
き
し
た
い

と
考
え
、
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
戸
紀
伊
長
島
停
車
場

線
（
オ
ー
ク
ワ
通
り
）

の
白
線
に
つ
い
て

問
　

こ
の
通
り
は
、
紀
伊
長
島

地
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

で
す
が
、
白
線
が
消
え
て
い
た
り
、

凸
凹
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
白
線
な
ど
も
見
え
に

く
く
な
っ
て
お
り
、
道
路
自
体
が
相

当
傷
ん
で
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

三
戸
紀
伊
長
島
停
車
場
線
は
県
道
で

す
の
で
、
し
っ
か
り
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

旧
志
子
小
学
校
の
問
題

解
決
に
つ
い
て

問
　

旧
志
子
小
学
校
が
廃
校
に

な
っ
て
か
ら
５
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
問

題
解
決
を
目
指
し
て
い
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
町
長　
志
子
小
学
校
は
、

平
成
28
年
３
月
31
日
に
廃
校

に
な
り
ま
し
た
が
、
土
地
の
整
理
が

で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

孫
太
郎
プ
ー
ル
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　

城
ノ
浜
地
区
の
開
発
は
、

旧
紀
伊
長
島
町
の
住
民
の
協

力
な
く
し
て
実
現
し
な
か
っ
た
の
も

事
実
あ
り
ま
す
。

　

住
民
が
望
む
べ
き
新
し
い
プ
ー
ル

の
実
現
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
令
和
元
年
度
に
熊

野
灘
臨
海
公
園
の
利
用
促
進

検
討
会
が
設
置
さ
れ
、
海
水
浴
場
付

近
に
新
た
な
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
と

い
う
方
向
で
決
定
し
て
い
た
だ
い
た

の
が
現
状
で
す
。
住
民
や
訪
れ
る
方

の
た
め
に
も
十
分
プ
ラ
ス
に
な
る
施

設
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
県
に
し
っ

か
り
と
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

12
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町からのおしらせ　～ Information ～

　銚子川は、近年、多くのメディアなどに取り上げられたことから、全国的に知られるようになりました。

　それにより、地域経済の活性化につながっている反面、大勢の来訪者が来ることで、路上駐車問題やごみなどのマナーの

問題が急増しています。

　町では、さまざまな対策を講じてまいりましたが、その一環として、「種まき権兵衛の里駐車場」および「魚飛渓駐車場」

については駐車料金を徴収させていただくこととなりました。

　住民の皆さまには、ご負担をお掛けすることになりますがご協力くださいますようお願いします。

【有料となる期間と利用時間】
○種まき権兵衛の里駐車場

７月１日（木）～８月 31 日（火）

午前８時～午後６時

○魚飛渓駐車場（横山橋付近）

７月 17 日（土）、18 日（日）、22 日（木・祝）～ 25 日（日）、31 日（土）

８月１日（日）、７日（土）～ 15 日（日）、21 日（土）、22 日（日）、

28 日（土）、29 日（日）

※これ以外の日は閉鎖します。

午前８時～午後４時

※両駐車場は、有料となる期間中、利用時間以外は出入り口を

閉鎖します。利用時間内に、必ず出庫してください。

※警報発令時など、荒天の場合も閉鎖する場合があります。

【駐車料金】（１台１回当たり）
大型自動車（乗車定員 30 名以上）2,000 円

大型自動車以外　1,000 円

※種まき権兵衛の里駐車場へのバイク、自転車の駐車は無料と

なりますが、指定の場所に駐車していただきますようお願いします。

※魚飛渓駐車場は普通自動車（軽自動車含む）のみ駐車できます。

【お支払い方法について】
　駐車場へ入庫の際に、徴収員に料金をお支払いください。

　なお、種まき権兵衛の里駐車場では、「種まき権兵衛の里入園者」および「ずんべら亭利用者」の方は、60分以内無料と

させていただきます。出庫の際、領収書を回収して返金させていただきます。

　銚子川へ来られた方については、一度出庫した場合、駐車時間にかかわらず１回とし、再度入庫した場合は、改めて料金

を徴収させていただくことになりますのでご了承ください。

「種まき権兵衛の里駐車場」および
「魚飛渓駐車場」の駐車料金徴収のおしらせ

種まき権兵衛の里駐車場

魚飛渓駐車場

問い合わせ　本庁商工観光課　℡（46）3115
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
地
域
経
済
へ
の
打
撃
を
克

服
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
安

定
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
好
循
環

な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
が

ん
ば
ろ
う
商
品
券
」
を
全
町
民
に
支

給
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
紀
北
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
を
対
象

に
、
世
帯
主
へ
ま
と
め
て
簡
易
書
留

に
よ
り
送
付
し
ま
す
。

※

「
が
ん
ば
ろ
う
商
品
券
」
の
受
け
取

り
に
関
す
る
申
請
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

支
給
額

世
帯
人
数×

１
万
円
分

支
給
時
期

６
月
下
旬
ご
ろ

使
用
期
限

12
月
31
日
（
金
）

使
用
可
能
店
舗

　

使
用
可
能
店
舗
一
覧
表
を
商
品
券

に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
や

個
人
情
報
の
問
い
合
わ
せ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

が
ん
ば
ろ
う
商
品
券
に
つ
い
て
、

町
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
先

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

＃
9
1
1
0

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課

℡（
46
）
3
１
１
５

　

紀
北
町
で
は
婚
姻
後
、
町
内
に
住

居
を
構
え
る
方
に
対
し
て
、
そ
の
住

居
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費
用
の
補
助

を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

対
象
（
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る

世
帯
）

①
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
２
月
28
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
受
理

さ
れ
た
方

②
婚
姻
日
の
年
齢
が
39
歳
以
下
の
夫

婦③
申
請
日
の
夫
婦
の
合
計
所
得
が
４

０
０
万
円
未
満
（
給
与
収
入
が
５
５

０
万
円
程
度
）

※

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
世
帯
の
所
得
か
ら
そ

の
年
間
返
済
額
を
控
除
し
ま
す
。

④
対
象
と
な
る
住
居
が
紀
北
町
内
に

あ
る
こ
と

⑤
他
の
公
的
制
度
の
家
賃
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

※

他
の
地
方
自
治
体
の
助
成
を
受
け

た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
費
用

新
婚
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
令

和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
２

月
28
日
ま
で
に
支
出
し
た
次
の
も
の

①
住
宅
物
件
の
購
入
費
、賃
料
、敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料

②
引
っ
越
し
業
者
な
ど
へ
の
支
払
い

費
用

※

た
だ
し
、
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当

を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

額
を
賃
料
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

補
助
限
度
額

１
世
帯
あ
た
り
30
万
円

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
北
町

「
が
ん
ば
ろ
う
商
品
券
」

支
給
の
お
し
ら
せ

町からのおしらせ　～ Information ～

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

 

● 受付時間：午前 8時 20 分～午後 3時 30 分
　（1週間先まで予約可能）
● 運行時間：午前 7時～午後 4時 20 分
　（午前７時～8時30分は、前日までに要予約）
● 運賃：初乗り10分まで600 円
　以後 1分ごとに100 円ずつ加算０９０-７６７３-３８９４

おでかけ応援サービス 新型コロナウイルス対策実施中！

配車センター電話番号

『  え がお 』
E G A O

タクシー感覚で
誰でも使える !
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『
空
家
等
』
を
管
理
せ
ず
に
放
置
し
、

倒
壊
や
地
震
に
よ
る
外
壁
の
剥
落
、

台
風
に
よ
る
屋
根
材
の
散
乱
な
ど
に

よ
り
他
人
に
損
害
を
与
え
た
と
き
、

そ
の
建
物
の
所
有
者
（
相
続
人
）・
管

理
者
・
占
有
者
は
、
民
法
第
７
１
７

条
に
よ
っ
て
損
害
に
対
す
る
賠
償
責

任
を
負
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以

下
「
空
家
等
特
措
法
」）
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
『
空
家
等
』
を
管
理
せ
ず
放
置
し
、

特
定
空
家
等
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、

空
家
等
特
措
法
第
14
条
に
基
づ
き
調

査
を
行
い
行
政
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
行
政
措
置

①
特
定
空
家
等
と
認
定

②
助
言
ま
た
は
指
導

③
勧
告

④
固
定
資
産
税
な
ど
の
住
宅
用
地
特

例
適
用
の
除
外

⑤
命
令

⑥
代
執
行

『
勧
告
』
が
行
わ
れ
る
と
固
定
資
産
税

な
ど
の
住
宅
用
地
特
例
の
適
用
（
固

定
資
産
税
が
最
大
6
分
の
１
ま
で
軽

減
）
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

『
命
令
』
に
違
反
し
た
者
は
、
空
家
等

特
措
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
50
万
円

以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

『
代
執
行
』
に
要
し
た
費
用
は
、
行
政

代
執
行
法
に
基
づ
き
、
所
有
者
（
管

理
者
）
に
請
求
さ
れ
、
費
用
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例

に
よ
る
強
制
徴
収
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

『
空
家
等
』
と
は

　

住
居
や
物
置
な
ど
と
し
て
、
常
態

的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
建
築
物
や

そ
の
建
築
物
に
付
属
す
る
工
作
物
お

よ
び
そ
の
敷
地
（
立
ち
木
や
そ
の
他

土
地
に
定
着
す
る
も
の
を
含
む
）
を

い
い
ま
す
。

『
建
築
物
』
と
は

　

屋
根
お
よ
び
柱
ま
た
は
壁
を
有
す

る
も
の
を
い
い
、
門
や
塀
な
ど
も
含
む

『
付
属
す
る
工
作
物
』
と
は

　

看
板
な
ど
、
門
や
塀
な
ど
の
工
作

物
以
外
の
も
の

『
特
定
空
家
等
』
と
は

　

次
の
状
態
に
あ
る
『
空
家
等
』
を

い
い
ま
す
。

①
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
崩
壊
な
ど

著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
状
態

②
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態③
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ

て
い
る
状
態

④
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
状
態

　
『
空
家
等
』
が
老
朽
化
し
適
切
な
管

理
が
行
わ
れ
な
い
と
、
修
繕
に
お
金

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な

る
前
に
、
空
家
等
対
策
に
係
る
各
分

野
の
専
門
員
が
い
る
「
空
き
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
み
え
」
を
利
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
空
き
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え
」
は
、

空
家
等
対
策
各
分
野
の
専
門
団
体
（
８

団
体
）
で
構
成
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

内
容
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎ 

相
続

◎ 

リ
フ
ォ
ー
ム

◎ 

耐
震

◎ 

取
り
壊
し

◎ 

税
金

◎ 

売
却

◎ 
管
理

◎ 
境
界

◎ 

鑑
定
評
価

構
成
団
体

〇
三
重
県
建
築
士
事
務
所
協
会

〇
三
重
県
司
法
書
士
会

〇
三
重
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

〇
三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

〇
三
重
県
建
設
業
協
会

〇
東
海
税
理
士
会
三
重
県
支
部
連
合

会〇
三
重
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

〇
三
重
県
行
政
書
士
会

空
き
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え
相
談
窓
口

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
０
１
８

E
メ
ー
ル　

info@
m
ie-takken.or.jp

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

　

空
き
家
は
所
有
者
の
方
に
よ
る
適

切
な
管
理
が
必
要
で
す
！

　

所
有
者
の
方
の
自
主
的
な
適
正
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

『
空
き
家
』
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
!!

町からのおしらせ　～ Information ～

『
空
家
等
』
の
適
切
な

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

『
空
家
等
』
は
個
人
の

財
産
で
適
切
に
管
理
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
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　本庁住民課・海山総合支所住民室では平日午前８時 30分から午後５時までマイナンバーカードの申請・受け取り・更新な

どの事務を行っていますが、平日午後５時までの来庁が難しい方に、予約制でマイナンバーカード関連事務を下記のとおり

実施します。

※新型コロナウイルス感染症防止対策のため、必ず予約をお願いします。必要な持ち物については予約時に確認します。

※夜間・休日開庁の時間帯は、通常の証明発行事務はいたしません。マイナンバーカード事務のみです。
※今後の状況により予定が変更する場合があります。ご了承ください。

問い合わせ　本庁住民課　℡46-3117　海山総合支所住民室　℡32-3902

問い合わせ　本庁住民課　℡46-3117　海山総合支所住民室　℡32-3902

全国のコンビニエンスストアなどで、住民票や所得証明などの取得も可能！

マイナンバーカード関連事務を行います！

「 国民健康保険 」について

保険料のお支払いは、便利な口座振替をご利用ください。

　国民健康保険は、国民健康保険加入者の皆さまの保険料で支え合う保険です。

【加入者の医療負担】　
● 加入者の方が、病院（医療機関）に受診した場合

窓口での自己負担額が 3 割になります。 ※70歳～ 74 歳の方（現役所得者以外）、未就学児は 2割負担になります。

例 ）病院（医療機関）の窓口で、3,000円支払った場合

　上記の場合、実際の医療費は10,000円かかっています。国民健康保険に加入しているため10,000円×3割＝3,000円（窓口

での自己負担分 3 割の金額）になります。また、残りの7,000 円は国民健康保険が負担し、国民健康保険加入者の方からの

保 険 料 などで病院（医療機関）に支払われています。

国民健康保険は、加入者の方が経済的な不安なく安心して医療を受けることができる
たいせつな制度で、保険料は医療費の貴重な財源です。
保険料は納期限内に納めましょう。

日　程

場　所

6 月 13 日（日）

本 庁

7月 11 日（日）

海山総合支所

8月 8日（日）

本 庁

休日窓口 （受付時間：午前 9時～午後 1時）

日　程

場　所

6 月 9 日（水）

海山総合支所

6月 23 日（水）

本 庁

7月 14 日（水）

本 庁

7月 28 日（水）

海山総合支所

8月 11 日（水）

海山総合支所

8月 25 日（水）

本 庁

夜間窓口 （受付時間：午後 5時 15 分～ 7時）
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

聖火トーチ寄贈

　東京オリンピックの聖火ランナーを務めた石倉優一さ

んから聖火トーチとユニフォームを町に寄贈していただ

きました。本庁と海山総合支所に展示を予定しています。

4/16　役場本庁

元気づくり推進員委嘱式

　元気づくり推進員の委嘱式が行われました。

4/15　役場本庁

La Festa Primavera 2021

　クラシックカーで名古屋から三重、和歌山を通り京都を目指す La Festa Primavera 2021 が開催されました。

　雨天の中、スタンプポイントの道の駅紀伊長島マンボウを珍しい旧車が次々と通過していきました。

4/17　道の駅紀伊長島マンボウ
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稚アユ放流

　赤羽川漁業協同組合が稚アユの放流を行い赤羽小・中学校の児童と生徒も参加しました。大きくなるよう願いを込め

稚アユを川に放流しました。

4/26　赤羽川流域

感謝状贈呈式

　防災用地として長島地内の避難路へ続く所有地を町に

寄付していただいた瀬古食品有限会社に感謝状を贈呈し

ました。

4/23　役場本庁

グラウンド・ゴルフ大会
4/18　赤羽公園

　三重県グラウンド・ゴルフ協会主催の大会が開催され

ました。晴天の中、参加者は上位を目指し集中したショッ

トを打っていました。
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体力テスト

　全校児童を対象に体力テストが行われました。これは

全国で統一して実施される「新体力テスト」で、児童は

良い記録を出そうと真剣に取り組んでいました。

5/14　船津小学校

1 年生を迎える会

　児童会主催の 1 年生を迎える会が行われました。新入生 3 人の紹介やクイズのほか、だるまさんがころんだや宝さが

しのゲームで仲良く遊びました。

5/18　三浦小学校

「藍綬褒章」受章

　紀北町選挙管理委員長の山口剛信さんが藍綬褒章を受章

し、町長を表敬訪問しました。

5/13 　役場本庁
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ワ
ー
ド
を
使
っ
て
図
形
や
画
像
を

き
れ
い
に
配
置
す
る
方
法
や
レ
イ
ア

ウ
ト
に
役
立
つ
機
能
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤

務
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

６
月
11
日
（
金
）
ま
で

日
程
・
会
場

〇
６
月
18
日
（
金
）
ま
た
は
19
日
（
土
）

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

〇
６
月
22
日
（
火
）
ま
た
は
23
日
（
水
）

東
長
島
公
民
館

※

各
回
と
も
同
じ
内
容
で
２
時
間
の

講
座
に
な
り
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

受
講
料　

５
０
０
円

※

受
講
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
回
４
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法　

希
望
す
る
日
を
、

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

紀
北
町
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
33
）
０
０
２
５

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

職
種

税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

①
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び

令
和
４
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

申
し
込
み
方
法　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
し
込

み受
付
期
間

６
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
30
日

（
水
）
受
信
有
効

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で

き
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

○
第
１
次
試
験

９
月
５
日
（
日
）

○
第
２
次
試
験

10
月
13
日
（
水
）〜
22
日
（
金
）
の
い

ず
れ
か
指
定
す
る
日

【
問
い
合
わ
せ
】

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

℡
０
５
２
（
９
５
１
）
３
５
１
１

（
内
線
３
４
５
１
）

　

当
協
議
会
で
は
、
地
域
の
産
業
活

性
化
を
目
的
に
、
東
紀
州
産
品
を
活

用
し
た
商
品
の
開
発
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
販
路
開
拓
、
な
ら
び
に
観

光
産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
高
付

加
価
値
化
や
開
発
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
会

費
無
料
）
ご
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
内
容

商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
、
バ

イ
ヤ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、

都
市
圏
で
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
商
談
会
や
物
産
展
な
ど
へ
の
出

展
支
援
な
ど

対
象

東
紀
州
地
域
の
農
林
水
産
業
者
、
商

工
業
者
、
団
体
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社

℡
０
５
９
７
（
89
）
６
１
７
２

　

宝
く
じ
文
化
公
演
と
し
て
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
白
雪
姫
を
開
催
し
ま
す
。

　

宝
く
じ
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
12
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
（
開
場　

午
後
１
時
）

場
所　

海
山
公
民
館

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

前
売
り
開
始
日　

６
月
11
日
（
金
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

海
山
公
民
館
、
東
長
島
公
民
館

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
公
演
が
延
期
・
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

海
山
総
合
支
所
教
育
室

℡（
32
）
３
９
０
５

生
涯
学
習
課

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
白
雪
姫
」

開
催
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

募 

集

税
務
職
員
採
用
試
験

受
験
者
募
集

名
古
屋
国
税
局

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

生
涯
学
習
課

▲ レイアウトイメージ

東
紀
州
産
業
活
性
化

事
業
推
進
協
議
会
の

会
員
募
集
に
つ
い
て

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社
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三
重
県
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
と
市
町
が
手
を
取
り
合
い

『
映
画
祭
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

東
紀
州
は
連
携
映
画
祭
を
共
同
で

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
『
御
浜
町
』

で
開
催
し
ま
す
。

映
画　
『
最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方
』

主
演　

吉
永
小
百
合

日
時　

７
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

（
開
場　

午
後
１
時
）

場
所　

御
浜
町
中
央
公
民
館

料
金　

無
料

※

６
月
22
日
（
火
）
か
ら
整
理
券
を

本
庁
総
務
課
お
よ
び
海
山
総
合
支
所

総
務
室
で
配
布
し
ま
す
。

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児

（
先
着
５
名
程
度
）

◆
男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

令
和
３
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

『
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、

私
だ
か
ら
、
の
時
代
へ
。』

　

男
性
と
女
性
が
、職
場
で
、学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
第
２
次
紀
北
町
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
「
誰
も

が
元
気
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
が
実
施

す
る
各
種
行
事
案
内
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
を
本
庁
町
民
ホ
ー
ル
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

　

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

６
月
11
日
（
金
）
〜
24
日
（
木
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

紀
北
教
育
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

（
相
賀
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
46
）
３
１
２
４

　

病
気
に
な
り
１
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

三
重
県
で
は
が
ん
患
者
と
家
族
の

方
を
対
象
に
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

ｉ
ｎ
東
紀
州
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
病
気
の
人
の
話
を
聞
い
た
り
、

自
分
の
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
っ
た

り
・
・
・
。
家
族
の
方
も
、
誰
に
も

言
え
な
い
心
の
う
ち
を
話
し
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
30
日
（
水
） 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

尾
鷲
市
中
央
公
民
館

参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

　

介
護
未
経
験
者
が
介
護
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、

介
護
分
野
へ
の
参
入
の
き
っ
か
け
を

促
進
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

◆
個
人
向
け
研
修

対
象　

三
重
県
内
に
居
住
す
る
介
護

未
経
験
者
で
、
介
護
に
興
味
が
あ
り
、

介
護
を
学
ぶ
意
欲
を
お
持
ち
の
方

申
込
期
間　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）
ま
で

参
加
費　

無
料

定
員　

1
5
0
名

◆
団
体
向
け
研
修

対
象　

三
重
県
内
の
企
業
・
自
治
体
・

教
育
委
員
会
・
学
校
法
人
・
そ
の
他

団
体
（
介
護
事
業
所
を
運
営
す
る
法

人
・
団
体
を
除
く
）

申
込
期
間　

令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

参
加
費　

無
料

※

本
研
修
を
修
了
し
た
受
講
生
に
は
、

三
重
県
知
事
名
の
修
了
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。

※

本
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
必

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

（
福
）
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

　

三
重
県
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
と
市
町
が
手
を
取
り
合
い

『
映
画
祭
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

東
紀
州
は
連
携
映
画
祭
を
共
同
で

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
『
御
浜
町
』

で
開
催
し
ま
す
。

映
画　
『
最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方
』

主
演　

吉
永
小
百
合

日
時　

７
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

（
開
場　

午
後
１
時
）

場
所　

御
浜
町
中
央
公
民
館

料
金　

無
料

※

６
月
22
日
（
火
）
か
ら
整
理
券
を

本
庁
総
務
課
お
よ
び
海
山
総
合
支
所

総
務
室
で
配
布
し
ま
す
。

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児

（
先
着
５
名
程
度
）

◆
男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
（
水
）
〜
29
日
（
火
）

令
和
３
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

『
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、

私
だ
か
ら
、
の
時
代
へ
。』

　

男
性
と
女
性
が
、職
場
で
、学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
第
２
次
紀
北
町
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
「
誰
も

が
元
気
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
が
実
施

す
る
各
種
行
事
案
内
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
を
本
庁
町
民
ホ
ー
ル
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

　

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

６
月
11
日
（
金
）
〜
24
日
（
木
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

紀
北
教
育
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

（
相
賀
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
46
）
３
１
２
４

　

病
気
に
な
り
１
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

三
重
県
で
は
が
ん
患
者
と
家
族
の

方
を
対
象
に
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

ｉ
ｎ
東
紀
州
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
病
気
の
人
の
話
を
聞
い
た
り
、

自
分
の
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
っ
た

り
・
・
・
。
家
族
の
方
も
、
誰
に
も

言
え
な
い
心
の
う
ち
を
話
し
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
30
日
（
水
） 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

尾
鷲
市
中
央
公
民
館

参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

　

介
護
未
経
験
者
が
介
護
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、

介
護
分
野
へ
の
参
入
の
き
っ
か
け
を

促
進
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

◆
個
人
向
け
研
修

対
象　

三
重
県
内
に
居
住
す
る
介
護

未
経
験
者
で
、
介
護
に
興
味
が
あ
り
、

介
護
を
学
ぶ
意
欲
を
お
持
ち
の
方

申
込
期
間　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）
ま
で

参
加
費　

無
料

定
員　

1
5
0
名

◆
団
体
向
け
研
修

対
象　

三
重
県
内
の
企
業
・
自
治
体
・

教
育
委
員
会
・
学
校
法
人
・
そ
の
他

団
体
（
介
護
事
業
所
を
運
営
す
る
法

人
・
団
体
を
除
く
）

申
込
期
間　

令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

参
加
費　

無
料

※

本
研
修
を
修
了
し
た
受
講
生
に
は
、

三
重
県
知
事
名
の
修
了
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。

※

本
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
必

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

（
福
）
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

令
和
３
年
度 

教
科
書

展
示
会
の
お
し
ら
せ

学
校
教
育
課

が
ん
患
者
と
家
族
の

方
の
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
ｉ
ｎ
東
紀
州

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

『
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修
』
開
催

の
お
し
ら
せ

（
福
）
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
祭
〜
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
〜
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けんこうの広場

　

町
で
は
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

送
る
た
め
に
、
と
り
す
ぎ
て
い
る
「
塩

分
」、「
糖
分
」、「
カ
ロ
リ
ー
」、「
ア

ル
コ
ー
ル
」
な
ど
を
ち
ょ
っ
と
減
ら

し
て
、
い
つ
も
よ
り
10
分
多
く
体
を

動
か
す
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
ち
ょ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ  

ず
っ
と

健
康
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

無
理
な
く
気
軽
に
健
康
づ
く
り
を
行

う
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
気

軽
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
内
容
を
「
３
カ
月
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

　

１
日
の
目
標
達
成
で
１
ポ
イ
ン
ト
、

対
象
の
検
（
健
）
診
を
受
け
る
と
５
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
、
３
カ
月
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
期
間
中
に
30
ポ
イ
ン
ト
た
め
て

応
募
し
た
方
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
家
族
や
職
場
の
皆
さ

ま
と
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
参
加
方
法
】

　

本
庁
福
祉
保
健
課
ま
た
は
海
山
総

合
支
所
福
祉
環
境
室
で
配
布
の
応
募

用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※

令
和
２
年
度
の
「
ち
ょ
い
減
ら
し

＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
方
に
は
ご
自
宅
へ
郵
送

し
ま
す
。

〇
応
募
者
全
員
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
」
オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
オ
ル
＋「
三
重
と
こ
わ
か
健
康
応
援

カ
ー
ド
」

〇
抽
選
で
各
期
間
合
計
１
０
０
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト

①
健
康
管
理
に
活
用
！
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
（
各
期
間
５
名
様
）

②
共
通
施
設
利
用
券
５
回
分
（
紀
北

健
康
セ
ン
タ
ー
・
き
い
な
が
し
ま
古

里
温
泉
）

③
い
こ
か
バ
ス
乗
車
券
（
１
０
０
円

×

５
枚
を
５
セ
ッ
ト
）

④
お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス
「
え
が

お
」
初
乗
り
利
用
券
５
回
分

⑤「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
」
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ル
ゾ
ン

【
第
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
】

６
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
31
日
（
火
）

応
募
締
切　

９
月
30
日
（
木
）
必
着

【
第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
】

11
月
１
日
（
月
）
〜
令
和
４
年
１
月

31
日
（
月
）

応
募
締
切

令
和
４
年
２
月
28
日
（
月
）
必
着

※

各
期
間
１
人
１
回
の
応
募
と
な
り

ま
す
。

　

従
業
員
な
ど
の
健
康
の
保
持
、
増

進
へ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
医
療
費

の
節
減
の
み
で
な
く
、
活
力
や
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

町
内
の
銀
行
や
学
校
、
介
護
施
設

な
ど
66
事
業
所
が
「
ち
ょ
い
減
ら
し

＋
10
取
り
組
み
事
業
所
」
に
登
録
し
、

職
域
で
も
健
康
に
む
け
た
取
り
組
み

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

従
事
者
５
名
以
上
の
事
業
所
で
登

録
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
」

３
カ
月
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
と
は

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
取
り
組
み

事
業
所
を
募
集
し
ま
す
！

記
念
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

ち
Ỹ
い
減
ら
し+

10

 
 
 
３
カ
⽉
チ
ἀ
レ
ン
ジ
！

プ
ラ
ス
・
テ
ン

令
和
２
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ

達
成
者
の
皆
さ
ま
の
声

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
仲
間
と
出

会
っ
て
い
ろ
い
ろ
楽
し
い

時
間
が
増
え
ま
し
た
。

食
事
に
気
を
つ
け
た
り
、

運
動
を
す
る
こ
と
で
体
調

が
良
く
な
り
ま
し
た
。

体
重
が
減
少
し
、
血
圧
、

血
液
検
査
の
数
値
も
良
く

な
り
安
心
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。
健
康
っ
て
本
当
に
、

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

● 幼児健診
日程： 6 月 10 日（木）　
場所：海山公民館
※対象者には通知を郵送します。忘れず受診してください。

● すくすく子育て相談
日時： 6 月 16 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：海山総合支所別館２階けんこうの広場
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

　この機会に歯や口の健康について見直し、「丁寧に歯を磨く」「かかりつけ歯科医院で定期的
に健診を受ける」「よくかんで食べる」などまずはできることから取り組み、むし歯予防・歯周
病予防で８０２０（ハチマルニイマル）を目指しましょう。

【８０２０（ハチマルニイマル）運動とは？】
　厚生労働省と日本歯科医師会が提唱している「80歳になっても20本以上自分の歯を保とう」という運動です。
20本以上の歯があれば食生活には、ほぼ満足するといわれており、いつまでも自分の歯でおいしく食べる楽しみ
を味わえるようにとの願いが込められています。

６月４日～10日は、歯と口の健康週間です。

　子どものむし歯を防ぐには歯磨きの仕上げ磨きや習慣づけがたいせつです。甘いものの食べすぎなどに気をつ
け、周りの大人が子どもの歯の健康を守りましょう。また、子どものむし歯は家族から感染することが多いです。
箸・スプーンの共用には注意しましょう。

【むし歯予防にはフッ素塗布が効果的です！】
　町では幼児健診時にフッ素塗布を実施しています。
　２歳と３歳のお誕生日を迎えるお子さんには、さらに歯科医院で使える「フッ素塗布無料券」を
送付していますのでお手元に届いたらぜひご利用ください。

子どもたちの歯を守りましょう !

Information 町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

６月の健康カレンダー

か と う 小 児 科
日

日

6/6

6/20

月日 曜日 病　院　名

℡47-3341

電　　話

紀北医師会休日診療当番表
お子さまのイベント

● パパママ教室
日時：6 月 8 日（火）午前 10 時～ 11 時
場所：海山総合支所別館２階けんこうの広場
申し込み：6 月 7 日（月）まで
持ち物：母子健康手帳、筆記用具

お父さんお母さんのイベント

妊婦さんとその配偶者（パートナー）を対象に、助産師によ
る妊娠中の健康管理などの話や、おむつ交換などの育児体験
を実施します。

問い合わせ

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。
●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

※1歳 6カ月児健診、2歳 6カ月児歯科健診、3歳 6カ月児健診は、
幼児健診として同日に実施します。
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6 月の新刊案内図書室だより

児童図書室から 紀伊長島図書室から

「エレジーは流れない」

「図書名」/著者名

「沈黙の終わり（上・下）」
　　　　　　　　　　  / 堂場瞬一

「曲亭の家」/西條奈加
「白鳥とコウモリ」/東野圭吾
「佐野洋子とっておき作品集」
　　　　　　　　　　 /佐野洋子

「熊楠と幽霊」/志村真幸
「現代山岳信仰曼荼羅」/藤田庄市
「私のスケート愛」/浅田真央
「梅干しを漬けてわかること」
　　　　　　　　　　 /有元葉子

三浦しをん

「あまがえるりょこうしゃ ちかたんけん」

「図書名」/著者名

「みつばちと少年」/ 村上しいこ
「あなふさぎのジグモンタ」
　　　　　　　　 / とみながまい

「ノラネコぐんだんと金色の魔法
使い」/ 工藤ノリコ

「カラスのいいぶん 人と生きるこ
とをえらんだ鳥」/ 嶋田泰子

「たべたのだーれだ ?」
　　　　　　　　 / たむらしげる

「クイズでわかる生き残り大作
戦！防災のサバイバル」
　　　　　　/ 国崎信江 山本典生

☆ 6月の企画展示「雨」「父の日」

松岡たつひで

「悪魔には悪魔を」

「図書名」/著者名

■一般図書
「エレジーは流れない」
　　　　　　　　　/ 三浦しをん

「引き出す力 あなたの中の『宝』
を掘りおこす ! 」
　　　　　/ 山崎拓巳 平本あきお

「棚からつぶ貝」/ イモトアヤコ
■児童図書

「もりの100かいだてのいえ」
　　　　　　　　 / いわいとしお

「水がすきじゃなかったアヒル」
　　　　 / スティーブ・スモール 

「こども六法 NEXT おとなを動か
す悩み相談クエスト」 / 古城宏

大沢在昌

KIHOKU TOWN LIBRARY

地下探検のツアーにでかけたアマガエ
ルくんたち。アリの巣を見学したり、
スズメバチの巣に突っ込んでしまった
り…さてさてこのツアーはいったいど
うなってしまうのでしょう？

海と山に囲まれた餅湯町。高校生の怜
は、自由奔放な友人たちに振りまわさ
れ、悩み多き日々を送っている。そん
ななか、餅湯博物館から縄文式土器が
盗まれたとのニュースが…。

元よう兵の将は、潜入捜査中に失踪
したマトリの双子の兄・良を捜す
為、良になりすましベトナム犯罪組
織に接近する。兄弟を襲う真の黒
幕、驚愕のミステリー！

●児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　
土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

　紀北町町民センターの閉館に伴い、『海山図書室』は休室していますが、一般図書の新刊・準新刊につ
いては、児童図書室で貸し出し・返却を行っています。

６月12日（土）午前10時30分～
えほんのよみきかせと、幼児
向けの工作あそびをします。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

きょうがく
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戸籍の窓
【令和3年4月1日～30日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

白　

浦　

奥
村　

隆
夫　
　
　

 

三
万
円

島
勝
浦　

三
宅　

昭
仁　
　
　

 

二
万
円

白　

浦　

奥
村　

隆
夫　
　
　

 

三
万
円

島
勝
浦　

三
宅　

昭
仁　
　
　

 

二
万
円

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

 

保
護
者

東
長
島　

平
野
陽
茉
梨　

 

龍
太
郎

長　

島　

北
村　

波
琉　

 

正
志

東
長
島　
リ
ナ 

ア
ル
サ
イ
ド

　
　
　
　
　
　

ア
ブ
デ
ル
ハ
ミ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

モ
ハ
メ
ド

相　

賀　

中
村　

伊
吹　

 

隼
人

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

三　

浦　

中
野　

道
代　

 （
74
歳
）

東
長
島　

服
部　

隆
次　

 （
95
歳
）

東
長
島　

長
井　

梧
郎　

 （
89
歳
）

東
長
島　

妹
尾　

敦
子　

 （
81
歳
）

島　

原　

井
谷　
　

惠　

 （
82
歳
）

東
長
島　

大
西
喜
美
代 　
（
73
歳
）

海　

野　

井
谷
ま
き
江 　
（
88
歳
）

東
長
島　

奥
山
八
重
子　

 （
97
歳
）

長　

島　

竹
谷　

延
章 　
（
73
歳
）

長　

島　

小
家　

あ
き　

 （
98
歳
）

長　

島　

脇　
　

雪
代　

 （
86
歳
）

長　

島　

奥
川
の
ぶ
よ　

 （
95
歳
）

東
長
島　

中
須　

保
孝　

 （
65
歳
）

東
長
島　

東　
　

惇
朗　

 （
92
歳
）

馬　

瀬　
　

田
賀
壽
惠　

 （
96
歳
）

上　

里　

疇
地
ゆ
み
子　

 （
73
歳
）

島
勝
浦　

三
宅　

鈴
哉 　
（
90
歳
）

相　

賀　

五
味
美　

志 　
（
97
歳
）

相　

賀　

山
口
種
次
郎　

 （
91
歳
）

相　

賀　

渡
辺　

誠
子 　
（
78
歳
）

引
本
浦　

宮
本　
　

昭 　
（
80
歳
）

相　

賀　

三
宅　

久
喜　

 （
49
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

ア
ル
サ
イ
ド
ア

ブ
デ
ル
ハ
ミ
ー

ド 

モ
ハ
メ
ド

ア
ル
サ
イ
ド

　弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課　℡46-3117

　社会保険、労働保険、労働問題、年金などの
ご相談を無料でお受けします。

※相談時間は１名45分程度です。
【申し込み】三重働き方改革推進支援センター
　　　　　　　　　　　　　　℡0120-111-417
【問い合わせ】本庁商工観光課　℡46-3115

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次
の事業を一時休止します。
○自衛消防訓練
○各種救急講習
ご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
三重紀北消防組合消防本部総務課　℡22-2021

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

紀北教育会館
2階午後3時～5時30分

6月
16日（水）

日 程 時 間 場 所

午前10時～正午

午後1時～4時
本庁202会議室

2階
6月

24日（木）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

社会保険労務士無料相談
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　銚子川に新緑の季節がやってきました。いくつもの谷から集まる豊富な水は音を立てて岩の上を流れ落ち、水面

は一度も同じ形となることなく日の光を取り込み、あるいは反射しこの川の美しさを見るものに伝え続けます。

　大雨のたびに水で覆われる岩の隙間には岩ツツジが今年もたくましく花を咲かせていました。

やっぱりええやん ! きほく

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに本庁企画課または、
海山総合支所総務室までお申し込みください。
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